第３学年２組　国語科学習指導案

1 単元名・教材名　ローマ字
2 児童の実態と本単元の意図
本学級の児童は、これまでの学習でローマ字に触れた授業がなく本単元が児童にとって初めてのローマ字の学習である。学級の雰囲気として積極的な発言が多くどの教科においても自由な発言が目立つ一方、関心が大きくそれてしまうこともある。ローマ字については既習事項のつながりがないので注意したい。
本教材は単元の最初のページにローマ字の表があり、ローマ字を体系的にみることができるようになっている。その表を活用することによってローマ字のきまりを理解しやすくなっている。また、ローマ字を知ることで日常生活にローマ字が大きく関わっていることが発見できるようになっている。
本単元を指導するにあたって、小学校学習指導要領の第３学年及び第４学年の「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の「ウ　文字に関する事項（ァ）第３学年においては、日常使われている簡単な単語について、ローマ字で表記されたものを読み、また、ローマ字で書くこと。」を中心に指導を行っていく。そのために「ローマ字を読んだり、書いたりすること」を単元を貫く言語活動に設定する。その言語活動を行うためにワークシートを利用して、よりローマ字に触れる機会を作ることによってローマ字の基本を理解する。
本時では、長音などの特殊な文字のローマ字による表記の仕方を学ぶことによって、ローマ字による表現の充実を図るとともにローマ字の基本を押さえていく。
本教材を通じて、ローマ字の基礎を築くことで今後のパソコンでのローマ字入力の準備をするとともに、アルファベットになれることで外国語教育へ親しむきっかけになると考えている。
3 単元の目標
日常使われている簡単な単語について、ローマ字で表記されたものを読み、また、
ローマ字で書くことができる。

4 単元の評価基準と学習活動に即した評価基準
	
	ア　国語への
関心・意欲・態度
	オ　言語についての
　　知識・理解・技能

	単元の
評価基準
	・ローマ字の学習に興味をもち、読んだり書いたりしようとしている。
	・ローマ字表記の基本を理解し、簡単な単語を、読んだり書いたりしている。

	学習活動に即した評価基準
	1 ローマ字を身の回りから探したり、ローマ字の読み書きの練習をしようとしている。
2 拗音・長音・促音の時のローマ字表記のきまりを理解しようとしている。
3 身の回りのものをローマ字で意欲的に書こうとしている。
	1 拗音・長音・促音をローマ字で書くことができる。
2 ローマ字の決まりを理解し、ローマ字を正しく読むことができ、正しくローマ字で書くことができる。




5 指導と評価の計画（全５時間扱い）本時２／５
	時
	主な学習活動
	学習内容
	評価基準・評価基準

	１
	○ローマ字を見つけること。
	○教科書のローマ字表を読み方
○ワークシートでの練習
	アの①
・ワークシートによる考察


	２
・３

	○ローマ字表からローマ字の規則を発見。


○拗音・長音・促音の表記の仕方。
	○ワークシートによるローマ字および簡単な単語の書き方

○例を紹介し、規則を見出すこと。
	アの②　オの①
・ワークシートによる考察

	④
・
５

	○ローマ字での表現。
	○地名の書き方
○ヘボン式の書き方
○身の回りのものをローマ字で書くこと
	アの③　オの②
・ワークシートによる考察



6 本時の学習指導
（1） 目標
[bookmark: _GoBack]人名・地名の書き方やヘボン式の書き方を理解する
（2） 評価基準（１時間の授業に即した具体的なもの）
	ア　関心・意欲・態度
	オ　知識・理解・技能

	③　身の回りのものをローマ字で意欲的に書こうとしている。
	②　ローマ字の決まりを理解し、ローマ字を正しく読むことができ、正しくローマ字で書くことができる。


（3） 展開
	前時の内容
	促音・撥音の書き方を理解しよう。



	学習活動
	学習内容
	指導と評価の創意工夫
	時間

	１　前時の復習をす　　
　　る


２　本時の課題を提　
　　示する。
人名・地名の書き方や書き方が２通りある文字を理解しよう。








３　人名・地名を書く練習をする。





４　ヘボン式の書き方を練習する。


５　ワークシートを用いて練習する















６　本時のまとめをする

	・促音・撥音の書き方



・本時の課題の把握









・大文字・小文字の使い分け





・ヘボン式の書き方






アの③　　身の回りのものをローマ字で意欲的に書こうとしている。

オの②　　ローマ字のきまりを理解し、ローマ字を正しく読むことができ、正しくローマ字を書くことができる。








《手立て》
・できている児童には様々な単語の練習をするようにする。
・できていない児童にはローマ字表を参考にしながら書くことを助言する。






・本時のまとめ

	○練習用ワークシートを使って手本を示す。


○本時の課題を明確に示し見通しをもてるようにする。




○単元の一番最初に見せた写真を書画カメラを使って、見せることで大文字が使われていることを示す。

○教科書の例をワークシートを使い、書画カメラに写して手本を示す。
○人名は隣の児童同士で名前を書くようにしお互いに正確に書けているのか確認できるようにする。
○書画カメラを使い、SHIなどの書き方があることを確認する。

○注意点を再度確認してから机間指導を行う。














○本時に扱った内容を確認する。　　
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	次時の内容
	身の回りのものをローマ字で書くこと



